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コラージュ絵本作家SaraFanelliの言語

～狼をめぐるディスコースの考察～

岡田 和也

THEPRESENTSTUDYATTEMPTSTOINVESTIGATETHESIGNIFICANCEOFSARA

FANELLrsPICTUREBOOKS,FOCUSINGINPARTICULARUPONTHEFUNCTIONOF

IJANGUAGE.INTHISPAPERTHEMOSTFEASIBLEPOINTSFROMHERWORKSFORTHE

DISCUSSIONWILLBEEXPLOREDANDEXAMINEDWITHTIiEULTIMATEAIM TO

DEMONSTRATETHEDEPTHOFHERMANIPUIJATIONOFI.ANGUAGE.

本論文は,SaraFanelliのコラージュ絵本作品のストーリーをとりまく言語の機能を議論

することを目的としている｡英語教材としても非常に魅力的なSaraFanelliの作品における

ディスコースとして言語を,映像 (そしてコラージュの手法)との連関性での,その言語操

作の意義を探る｡

Keywords:SaraFanelli,Wolf,言語とコラージュ,英語絵本,英詩と伝統

0.はじめに

サラ･プアネリ (SaraFanelli)が著した作品は,

彼女が数々の国際的賞を受賞している独特のスタイ

ルを縦横無尽に操り創りだしたもので,その中でも

様々な狼を巡る作品群における言語の機能性に注目

してみると,フアネリの言語観のみならず,コラー

ジュの手法における言語の問題と意義深さが分かっ

てきます｡

作品に潜む言説 ･ディスコースの特徴を.バフヂ

ンの理論を応用的に視座にとりこんで読み解くこと

で,議論を進めてみようと思います｡

l.Wo/f(1997)

始まりのシーンですO見開き2枚分の文章-

OnesunnydayWolfdecidedtotakea

walkintothecitytomakesomenew

friendsJ

Ontheroadhemetawomansearching

forherglasses.

眼鏡が外れてしまったおばあさんの眼鏡に,なんと,

狼の目は,ウルフのWの文字が-･([図版①]参照;

[図版(彰]は表紙)｡靴ばかりが目立って,黄色の左

側のと,右足のオレンジの,それぞれ緑と赤のドッ

トが可愛らしい靴だけだけど,そのうえに,なにや

ら細く生えた植物かなにかのように,薄い陰影だけ

の,存在感のない可愛そうな狼がいるわけです｡そ

れこそ影のような狼｡

続くシーンは,

Wolftriedtobehelpful,andfoundthem

forher.Butaftershehadputthemback

onandcouldseeagaJn,Shepeeredat

Wotfandbeganchaslnghim away. "I

guessyoucan'tstoptochat,"wolfsaid

asheran.
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｢あらら,まあまあ｣,逃げないでおしゃべりしても

らえないって,ことなんだあ,と狼 くん｡驚情の様

子は,眼鏡で再び表されています｡びっくりマーク

がつくれるようになって,右の上には矢印通りに逃

げていくおばあさんです｡

ええ,ところで,サラ ･フアネリは,ある日本で

の滞在の間の トークで,(それに筆者も参加したの

ですが,)｢ボタンの作品をみせていると,狼に子ど

もの関心が集まったの｣と言っていました｡

そのボタンの作品とは,Button(1994)のことで,

黒地にボタンのイメージが中心に置かれ,その周 り

に登場するキャラクターが ぐるりと措かれていま

す｡作品に現れるキャスティングは,

-ボタン

ーボタンの持ち主

一女の子
一農夫

-そして,狼
-こぶたちゃん (三匹います)
-それから,可愛そうな家をなくしたカタツムリ

の面々です｡

この作品 まずは普通に,｢家族に｣,そして ｢友

人｣に捧げる,つてなってるのですが,面白いこと

に,それに加えて,｢月に [捧ぐ]｣ってあるくらい

なので (Tomy払mily,myfriends,andthemoon),

結構変わっているからこの絵本は魅力的です｡

さて,このお話の始まりの部分はというと-

Onceuponatimetherewasamanwho

hadacoatwithbeautifulredbuttonsthat

helikedverymuch.Butonebutton

decidedtoseetheworld.Hepu"edand

stretchedandping!hewasfree./

Thebuttonfellintoapocket,througha

holeandkeptfaHnguntilhebounced

thegrassIThebutton'sadventureshad

begun./

Alongcamethelittlegirl,whosawthe

buttonandroHeditalongassheran,

fasterandfaster.ThebuttonroHed

ahead,furtherandfurther.

続いて-

ltcametorestinafarmer'sfie-d.Button

endeduplnawidefjeldwherea
I

peasantfoundhim,/Thefarmerscart

had一ostawheel,Sothebuttonwas

sooncarrylngStrawtOthemarket･/But

thefarmerwasn'tverygoodatputting

onwheels,becausethisonefelloff,too.

Thebuttonrolledrightuptoawolf,who

knewagoodthingwhenhesawit.

ここです,ここ｡いよいよ,狼の登場なのです｡ど

れくらい,子どもは反応するのでしょうか｡そして,

そう反応させてしまうのは,なんなのでしょうか｡

([図版⑨]参照)お話の続きです-

Thewolf著者注*tookthebuttonhomeand

hadanewplate･ButoneplgSaWit･"l

couldusethatbutton,"hethought･

WhenthewolffeHasleep,theplg

pushedthebuttonhomewithhissnout･

(h)eateagoodsuperandwenttobed

butthePigsaw Buttonthroughthe

windowand/tookawayButton著者注**to

hishomer/TheotherlittleplgSadmired

theirnewweatherwane,whichwouldte"

themthewaythewindblew.Andthe

winddidblowI-andblow-andblow-

fromeverydirection./ltblewthebutton

rightofftheroof,andintoasad

homelesssnail./Thesnailadoptedthe

button,andtheyeachhadahome./

Togethertheyexploredtheworld

Togethertheyexp一oredtheworld

Togethertheyexploredtheworld/Until,

oneday,theownerofthebutton,who

hadneverstoppedforhisbeautifulred

button,foundthem./Andtheroundred

buttonhadcomefu"circle,Justlikethis

StOry.
*(残念ながらここでは,まだ,小文字表記ですり)
**(あああ,ここでは,ボタンが主役だから大文字なのです｡)

途中のところで, "run"`̀run""run""run""run
run''"run""run""run'‥ r̀un"が.車輪になったボ

タンのまわりに,貼 り付けてあるし,また,鳥が,のっ

ているんだけど,その輪郭とかが,はりつけてあっ

たりするのが,なんともいいのです｡最後は,｢こ

うしてボタンはぐるりとまわって戻ってきたんです
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ね｣って感じの,円環神話の形体の属性さえもって

終結しています｡

さて,でもですね,この物語の主役のボタンが,

最後に,うまくカタツムリの家にボタンがなりまし

た,つていう終わり方は,きれいだけど,でもそれ

よりも,やっぱり狼が魅力をもっている,つていう

のはどうことでしょう｡どうして,なんでしょう｡

どうして,なんでしょうね｡

2.WolfasDevil

では,その子どもからの反響がいいキャラクター

であるとサラ ･プアネリ自身がコメントし,その狼

が主役になって描かれた作品wolfを創ったフアネ

リの狼へのスタンスはどのようなものでしょうか｡

マリーナ ･ワ-ナ- (MarinaWarner)は,フア

ネリの近著sometimesIThink,SometimesIAm

(2009)の序文で (･- あ,これを巻頭文という

かも知れないけれど ･･･)こんな風に切 り出して

います｡つまり-

1metSar礼Fanellithroughhermonsters,
andIsawthatherewasan artistwhocould

dothingswith"PoeticCreatures"･

この"PoeticCreatures"というフレーズは,Thomas

Browneが使った言葉ですが,サラ･フアネリほどに,

｢詩的な動物｣を措いている人はいない,と,マリー

ナ ･ワ-ナ-は,言うのです｡ここらあたりに,狼

を描 くときのサラ ･フアネリの技量があるような気

がします｡

SometimesI77unk,SometimesIAmの最初の章,

チャプターのタイトルは,"DevilsandAn gels"です｡

その中の,サラ ･フアネリによる悪魔たちが,なん

となく彼女の措 く狼に似ているのです｡(実際,マ

リーナ ･ワ-ナ-は,"picturescan actlikedevilsor

likethewolf (whomSara'sdevilsurelyresembles)"

と言及しています)｡

OscarWildeとRobertLouisStevensonの引用で

措かれたカー ド (どちらもそれが人生を象徴するも

のなのですが)のモチーフの作品に悪魔/狼が登場

しています ([図版③ と④])｡同じ1枚のカー ドの

中に,キング (K)とクイーン (Q)の文字がある

のほおかしいのですが,さらに,ジャック (∫)ま

であ ります｡10の数字のカー ドだから,10人の影

の人,あるいは,赤で塗られた踊る人影｡その絵の

引用のもとは-

Oneshouldalways
playfairly
whenonehas

thewinningcards.

(OscarWilde)

Lifeisnotamatter

ofholdingthegoodcards,
butofplaying
apoorhandweu

(RobertLouisStevenson)

それぞれ,真ん中,と,右端の下に描かれたのが悪

魔,それで,その最後の方にオブジェのようにつく

られたキャラクターをみると,狼そっくりであるこ

とがわか ります ([図版(亘])｡ここに書いてある引

用は,SamuelTaylorColeridge,RobertSouthey,

JamesJoyceの3人からで,それぞれの悪魔像が含

まれているものです｡

加えて,DanielDefoe,諺のひとつ,それにMary

BlyとstJeromeの 4人からの言葉｡その横には,

最初のカー ドのモチーフのなかで,もっと存在感の

ある王なる悪魔が現れています｡

Hislawsareeasy,andhisgentlesway
Makesitexceedingpleasanttoobey

(DanielDefoe)

Wh erethedevilcan'tgo
Hesendshisgrandmother.

(GeneralProverb)

Astalemind
isthedevil'sbreadbox

(MalyBly)

Beeverengaged,
Sothatwhenever
thedevilcalls

hemayfindyouoccupied
(StJerome)

Coleridgeのさらなる名言 ｢悪魔の釣 り針がみえる,

でもそれでも,餌をつつきたくなってしまう｣は.

絵の左上に,サラが好きな矢印が,悪魔の尾っぽの

先と呼応するようになりながら,大胆なタッチで仕

上げられています ([図版(む])｡

3.Wo/fの中の笑い

では,その子どもからの反響がいいキャラクター

である狼が主役にされてある,Wo打でのサラ ･フア

ネリのスタンスはどんな風なのでしょう｡

物語そのものにもどってみましょう｡先ほどの引
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用の続きから再開です-

Downtheroad,Wolfsawamanworking

underneathabigbrightcar.Wolf

wantedtohe一phim,andbegantohand

himtoolsJWhenthecarwas¶xed,the

manstoodup･"Goaway!''hecried･

AndhechasedWolftowardtown./

SoonWolffoundagroupofchHdren

playmgwithmasksITheythoughtthat

hetoowaswearlngamaskandasked

himtojoLnthegame.Wolfwashappyto

playwiththem./

岡田 和也

weredefeatedbylaughter.Terrorwas
turnedintosomethinggayandcomic.
(Bakhtin39)

さて,仮面を被っていたシーンのその後はこう続

いていきます-

Butsomethingwaswrong-/

becausewhenthechildrentookofftheir

masks,theyrealizedWolfdidn'thaveone

on.Sotheyranawayasfastasthey
couldJ

これは,カーニバルのよう-｡祝祭のよう-｡あや

しい,不可解な雰囲気をもっているのが,透けてみ

えます ([図版⑦])｡カーニバルといえば,批評家

バフナンが,いろいろの考察をしていますが,そん

な中で-

Carnivalisnotaspectacleseenbythe
people;theyliveinit,andeveryone
participatesbecauseitsveryidea
embracesallthepeople.(Bakhtin7)

Itwasmostclearlyexpressedand
experiencedintheRomanSatumalias,
perceivedasatrueandfull,though
temporary,returnofSatum'sgoldenage
uponearth.(Bakhtin718)

と示しています｡加えて,カーニバルの一般化を敷

宿して,バフチンは,RomanicgrotesqueとMedieval

andRenaissancegrotesqueの違いに触れ,こう述べ

ます｡

TheworldofRomanticgrotesqueistoa
certainextentatemiB,ingworld,aliento
man.Allthatisordinary,commonplace,
belongingtoeverydaylife,andrecognized
byallsuddenlybecomesmeaningless,
dubiousandhostile.Ourownworld

becomesanalienworld.Something
frighteI血gisrevealedinthatwhichwas
habitualandsecure.Sucharethe

tendenciesofRomanticgrotesqueinits
extremeexpression.Ifareconciliation
withtheworldoccurs,ittakesplaceina
subjective,lyric,Orevenmysticsphere.
Ontheotherhand,themedievaland
Renaissancefolkculturewasfamiliar

withtheelementofterroronly
representedbycomicmonsters,who

WoJfwassadbecausethechildrendid

notwanttobehisfriends.Butalsohad

anidea:lfhedidwearamaskmaybe

thepeoplehemetwouldnotbeafraid.

Wolfthoughtahaircutmighthelptoo,So
inhisnewmaskhewentintothefirst

barbershophecouldfind./

Butwhenthebarberdiscoveredthathis

customerwasrea‖yawo一f,hestarted

chasingafterWolfwithhisrazor!

RunnlngtOescapethebarber,Wo一f

reachedagardenwherehehidtocatch
thebreath.

ここがまさに.コミカルなところでしょう｡この理

髪師に追いかけられるので,その場面に,｢『セビリ

アの理髪師』の音符を使っている｣と,サラはイン

タヴューと告白して,秘密を明かしていますが,そ

のユーモアがさらにこのシーンを面白くしていま

す｡(実はなかなかそこまで深 く読むことは難しい

のですが-｡実際にトーク講演で開けた貴重なコメ

ントです｡)

その後もつづけて (狼さんには悪いんですが)コ

ミカルは止まりません-

Beforelongthe9ardenerarrivedand

beganwateringtheplants./

Tokeepfromgettingwetter,Wolfhad

stanrunmn9agaln･ltseemedeveryone
wasafterhim.

大変です｡みんながみんな,追いかけてきてしまい
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ます｡狼には散々です｡

Wetanda一one,Wolf'Sheartsank.He

hadtriedsohardtobefriendly,but

everyonethoughthewasfierceand

SCary.

バフチンの `̀Terrorwasturnedintosomethinggay

andcomic."の要素がここにあるように思うのです｡

バフチンが "elementofterroronlyrepresentedby

comicmonsters,whoweredefeatedbylaughter''t

指摘したと先に触れましたが,この姿が実は狼には

あるのではないか,つまり,子ども物語の現代絵本

にも通底的に内包されているのではないか,と考え

られます｡

そうして,最後に狼を囲む周りの様子が変わって

終末部分に向かいます-

Suddenly,asWolfwaswanderinghome,

hecaughtsightofsomeonewhosmiled

athim.Wolfwassohappytoseea

friendtyfacethatheinstantlytoldherall

abouthismisadventuresinthecity./

Ashisnewfriendlistened,sodidthe

peoplewhohadbeenchasinghim･''We

weremean!''saidthebarber.`̀Wewere

wrongtothinkWolfwasaferocious

creature!''saidthewomanJ

TheyfoHowedWolfandhisnewfriend

intotheforest.Theretheycameupona

famiJyofwolveshavingawonderful

pICnic.ThefamilyInvitedWolfandaH

hisnewfriendstoJolnin- andnoone

everthoughtWolflookedscaryagaln.

ここでやっとで狼のお話はハッピー ･エンディング

となるのです｡

4.｢どこおお～おおおかみ｣

サラ ･フアネリは,クリス トファー ･リー ド

(ch血stopherReid)との組で詩集を出版しています｡

2000年にSingleAwardを受賞している 『アルファ

ぺちゃりんことばの じてんしゃ』 (AIphabicycle

order)とう題 目｡その詩集の中の,Wの項目に,

リードが `̀wherewolf"と題した作品に,狼がフア

ネリの挿絵となって登場します ([図版⑧]を参考)0

作品は,各行ごとにインデントが絡ませてあって,

押韻が各行で間をおいてきちんと機能している構造

を持っています｡一気に引用してみましょう-

"Wh erewolr

TYLereWasahowl

heardinthemight
thatmadethescreechowl

freezewithfright
thecatonthewall

ceasecaterwauling
theflit,termousefall

anddeeponfalling
itstinyvoice

stmckuttedydumb
bythestrangenewnoise

that,hadsuddenlycome
ableakkeen

fromtheheartofnature
thewailofalean

andlopingcreature
lostanddying

andfdloffear

etemallycrying
切り乙ereamI?Where...?

(AIphabicycleOrder36137)

が,全貌です｡

すこしずつ,解読していってみます｡｢遠吠えが

/夜聞こえ/それでメンフクロウが/怯えて固ま

る｣として,吠える声の主は,直接には措かれ始め

ません｡続 く部分でも,猫や煽偏の様子で,間接的

に,つまり,ひっそりと描かれています｡｢壁の上

の猫が/ギャ-ギヤーわめくのをやめてしまって/

煽塙が小さな声を落とし/落とし続けて/もう全く

モノもいえなくなってしまう/(静けさが広がって)

そんなになってしまったのは,突然の聞き慣れない

奇妙な耳慣れない叫び声のせい｣なのです｡それが,

泣き叫ぶ悲嘆の叫びなのです｡

正体の動物の ｢わびしい悲嘆の叫びは/大自然の

奥から伝わるもの/痩せてのそりのそり歩くそいつの

/泣き叫びは/止み,聞こえなくなるが/募る不安の

ため,/泣きながらの声が続く-/ォレはどこ?オレは-?｣

[.'howl"rscreech-owl'']["might"/"fright''][''Walr'

/'.fall"]["cater.wauling"/"falling"]["voice"r'noise"]

["dumb''/"come"]["keen"/"lean'']["nature"/

creatl汀e"]["dying"/"crying"][…fear"/"Wh ere"]

というスマー トな脚韻の構造の中で,わびしい泣き

声が,描かれています｡タイトルの `̀wherewolf''

は `̀W''の頭韻で作られているもので,方角感覚の

ない様子を,原文の内容をコミカルに方位磁石をも

つ姿にしています｡おおかみ,が,どこかわからな
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くなっている｡存在が危ない｡どこおお～おお (な

のお～)狼,という具合に｡｢どこおお～おおおお

かみ｣という日本語タイトルにしてみました｡最後

の 1行も原文がイタリックなのを,サイズを小さく

することで表しています｡

5.まとめ

コラージュ絵本作家のサラ ･フアネリの作品にみ

られる狼の絵がかれ方,意義付けの可能性を試みま

したが,サラ ･フアネリ個人は,狼と同じくらい犬

が好きで,モチーフに,イメージに,あるいは一冊

の本全てを犬のお話にしていたりします｡

コラージュの絵本作品の言語機能を分析 してきま

したが,例 えば最近 出版 された画集 で,Mark

BorthwickによるNotinFashion (Rizzoli2009)は.

コラージュとその中の文字 (言語)の問題を前景化

していて非常に興味深いものです｡これらのいわゆ

るアー ト分野での言語の使用の問題をこれからも続

けて解明して行きたいところです｡
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